










妊娠中胎児-胎盤機能検査法の一つとして妊婦尿中 estrio1(E3)値測定が行なわれており,

事実 E3 低値の場合には胎児発育遅延,妊娠中毒症等児の予後の思わしくないものが多い。

E3 が極低値を呈する場合は,胎児死亡,無脳児妊娠,先天性胎児副腎発育不全等胎児因子に

よるものがほとんどである。その他母体が大量の glucocort-icoid 投与を受けた場合にも

母体 E3 値が低下する。今回胎盤酵素欠損のため E3値が低値である“胎盤性 sulfatase 欠

損症(PSD)"についてその生化学的並びに臨床的検索結果について報告する。本症では胎児

の発育は正常であり,分娩後の児に関しても生命にかかわる異常はないと考えられるが,し

ばしば分娩発来不全を伴い,頸管の未成熟から帝王切開分娩,誘発不成功となる場合が多く

分娩時に児が危険となることが予想される。また胎児副腎形成不全では分娩後児の予後は

著しく悪く,これらを鑑別することは周産期における重要な課題の一つであると考えられ

る。 


